
令和４年５月２７日（金曜日）洋野町立向田小学校において、森林学習会を行いました。

昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの感染予防対策をしっかりと行った上で、洋野町
役場、県北広域振興局、三陸北部森林管理署久慈支署の合同で開催しました。

今年も低学年と高学年の２班に分かれて行動し、それぞれの活動をとおして森林につい
て理解を深めてもらいました。

森林学習会に先立って、新入団員５人の入団式が行われました。

校長先生のお話の後、赤い帽子とスカーフを受け取り、晴れて森林愛護少年団の一員と
なります。

校長先生が少年団についてのお
話をしています。みんな真剣に聞い
ていますね。

新入団員は、入団の証として赤い帽
子をかぶせてもらっていました。



入団式が終わり、森林学習会に移っていきます。
活動を行う前に、まずは久慈支署の講師が挨拶し、今日行うそれぞれの活動について説
明しました。

講師からのお話がスタート。フィール
ドビンゴについての説明をしています。

今日自分たちが何をするのか、少し
緊張気味にお話を聞いていました。

お話が終わると、いよいよ活動が始まります。
低学年は木工作品作りと、自然観察会を行いました。
木工作品作りでは、木工組立キットを使ってティッシュケースを作成。講師と学校の先生
に手伝ってもらいながら、自分たちの手で作品を作り上げました。

県北広域振興局の講師が資料を使っ
て作り方の説明をしています。

ハンマーと釘を使って組み立て作業
中。釘をまっすぐ打てるかな？



みんなより一足早く完成！
取り出し口からこんにちは。

全員の作品が完成しました！
頑張って作った素敵な作品ですね。

コンプリート！！！
先生から花丸をもらいました。

自然観察会はフィールドビンゴ形式で行い、学校の周りを散策しながらお題にそった木や
動物、虫たちを探しました。

実際に使用したフィールドビンゴの用紙で
す。ビンゴに登場する生き物は全部で２５種
類。向田小学校の敷地内に隠れた生き物た
ちをみんなに探してもらい、用紙に載ってい
ない生き物は空白にメモをとりながら勉強し
てもらいました。

元気いっぱいな子供たちはあっという間に
全種類の生き物を発見！
生き物に関する豆知識を披露してくれる子
もいて、みんなで楽しく活動する事ができま
した。



高学年の班では、炭づくりと炭についての説明を行いました。
炭づくりでは、主に久慈支署で用意した松ぼっくりを使用しました。中には炭の材料を
持ってきてくれる子供たちもいて、様々なものが炭になるのだと知ってもらうことができまし
た。

炭にするものを缶に詰めました。松
ぼっくりの他に、ピーマン、キウイ、トマ
ト、リンゴ、木材を炭にしました。

缶をアルミホイルで密閉してバーベ
キューコンロで加熱！きれいな炭に
なるでしょうか。

事前に用意した炭を子供たちに触っ
てもらい、触感を確かめてもらいまし
た。

炭が完成！
レジンでコーティングし、後日子供
たちに手渡されます。



炭ができあがるまでの間、洋野町の講師による炭についての説明が行われました。どん
な木が炭に使われるのか、なぜその木なのかなど、専門的なお話をわかりやすい例えを
交えて説明してくださいました。

マイクロスコープを使って炭の表面を
観察！アップになった画面に子供たち
は興味津々です。

当日は天気が心配でしたが、なんとか外での活動を行うことができ、子供たちにも楽しん
で活動してもらうことができました。向田小学校は今年度で閉校となります。最後の貴重な
機会に森林学習会を行うことができて良かったです。ありがとうございました。

炭についての説明の様子です。熱心
にお話を聞いていますね。


